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1920 年代の日本楽器製造（現ヤマハ）について
―箕輪焉三郎文書を通して―
Nippon Gakki Co., Ltd. in 1920s, Based on Minowa's Documents
Founded by Torakusu Yamaha（1851-1916） in 1887 and incorporated in 1897 under the 
name Nippon Gakki Co., Ltd （Current Yamaha Corporation）, the company expanded steadily 
through the prosperous period following World War I under the presidency of Chiyomaru 
Amano. However, in 1923, the firm struggled financially, and as a result, Enzaburo Minowa 
（1873-1941）, the former Mitsui & Co. executive, took office senior managing director of 
Nippon Gakki in 1924. After being demoted to director in 1926, he left the company in 1928 
after the arrival of a new president, Kaichi Kawakami. 
As managing director of Nippon Gakki, Minowa left a large number of documents, now 
available in the collection of Numazu Archives of Meiji History, concerning the managerial 
situation of the company, including during the historically famous massive strike in 1926, which 
paralyzed the company for several months. This study focuses on Minowa’s several reports on 
how Minowa dealt with the complex issues facing the factory. These observations reflect the 
characteristics of this major Japanese manufacturer of pianos, reed organs, harmonicas and 

































て社名が変わったが、1897（明治 30）年 10 月から 1987（昭和 62）年 9 月まで 90 年間、日本楽
器製造株式会社という名称であった。その後、ヤマハ株式会社となり、現在に至る。ブランド名は「ヤ
マハ」である。
　今回取り上げる 1920 年代は、和暦でいえば大正 9 年から昭和 4 年にあたる。創業者の山葉寅楠














1926（大正 15）年 4 月 26 日には百日余りにわたるストライキが起こり、ヤマハは倒産寸前まで
追い込まれた。
　混乱極まるヤマハの立て直しのために、地元重役の宮本甚七は、住友電線の取締役で浜松出身の










では、天野が社長の座にあった 1917（大正 6）年から 1927（昭和２）年までの 10 年間を、「まさ
に当社の暗黒時代といっても過言でない」と断じている（『社史』1977：30）。
3-1『社史』に登場しない専務取締役：箕輪焉三郎
　その『社史』でまったく語られていないのが、天野が社長を務めていた 1924（大正 13）年 6 月
にヤマハの専務取締役として迎えられた箕輪焉三郎のことである。箕輪はその 2 年後、1926（大正







年 1 月に生まれ、1895（明治 28）年箕輪家の養子となり、後に家督を相続した。
　1894（明治 27）年東京高等商業学校を卒業し、三井物産に入社。1907（明治 40）年大連出張
3  同社の『営業報告書』によれば、箕輪は同年 6 月 24 日付で専務取締役になり、1926（大正 15）年の 4 月 1 日以降、専務の
職を辞して、平取締役となった。1928（昭和 3）年 6 月 23 日付の『営業報告書』には取締役社長の川上嘉市のあとに、天野
千代丸とともに箕輪焉三郎の名前が 8 名の取締役の中に見られるが、この日の株主総会でおこなわれた選挙では、天野、箕輪
ともに、次期の取締役には選ばれていないことから、ここで辞任したと考えられる。1929 年（昭和 4）年の『営業報告書』に




所長、1912（明治 45）年台北支店長を経て、1914（大正 3) 年本店勤務となる。その間、欧米出
張やロシア出張を命ぜられている。その後、1917（大正 6）年からは長崎支店長となり、1920（大
正 9）年本部参事、1922（大正 11）年退職して三井物産の嘱託となった。その嘱託の地位のまま、
箕輪は 1924（大正 13）年 6 月、日本楽器製造株式会社の専務取締役に就任した 4。
　この経歴から、箕輪は三井物産の幹部社員で、大連や台北の支店長も務めたことが分かる。第一


































　さて、箕輪焉三郎は 1924（大正 13）年 6 月、ヤマハの専務取締役として迎えられた。入社を請
われた箕輪は、旧知の友人である第一銀行の石井健吾を通じて、遠州銀行専務の高林恭虎からヤマ











































　1926（大正 15）年 1 月 7 日と 8 日の両日、『浜松新聞』は大々的に重役内部の対立を報じ、三
井系が会社乗っ取りを企てている、と書き立て、「箕輪専務の横暴に本支店の大動揺」と箕輪を名指
しで非難した。【写真 4：1926 年 1 月 8 日付『浜松新聞』、浜松市中央図書館所蔵】
　これを書かせたのは、天野寄りのヤマハの地元重役だったと思われる。
　ヤマハの労働争議について大部の著書を刊行した大庭伸介は、天野と箕輪の関係について記した




さしく晴天の霹靂であった。『浜松新聞』1926（大正 15）年 3 月 19 日付には、箕輪専務辞表提出
の記事がある。
　この時、箕輪は専務の座を降りるだけでなく、会社自体を辞めてしまおうかと思ったようだが、
同年 3 月 8 日付の手紙で「無事に平重役にかへる事が双方傷かず」と義兄の下村宏（1875-1957、
官僚を経て、当時、朝日新聞社副社長）からも忠告されて 8、平取締役に留任した。










の天野はあくまでも強硬な対決路線を取ったため、労使の対立はエスカレートして、ついに 4 月 26
日から 105 日間に及ぶストライキに突入した。










































経営振之欠陥ト結論」という 3 冊の小冊子を作った 10。それらを改革派重役の中心人物である宮本
甚七などに送ったと思われる。箕輪は宮本甚七と頻繁に書簡のやり取りをしていた。注目すべきは、
箕輪が、川上嘉市が社長に就任した後、1927（昭和 2）年 8 月に、これらの冊子を「ご参考になる



































































































































営業状態について警告を発した 14。そして、1928（昭和３）年 6 月に退職した。
　一方、天野とつながっていた技師長・アクション部長の河合小市は七人の部下とともに退職、
1927（昭和 2）年 8 月には河合楽器研究所を設立する。
　また、工場長・ピアノ部長の山葉直吉は 1927（昭和 2）年 2 月、病気を理由に休職し、1928（昭
和 3）年 8 月、退職する。相前後して、6 月 20 日に大橋幡岩も退職し、直吉と大橋幡岩は同年 10 月、
山葉ピアノ研究所を設立し、名器 N ヤマハを送り出すのである。





































林慶吉 ( 日本楽器製造株式会社 ) から箕輪焉三郎宛て書簡 1924.5.24.（ペン書き、便箋、封筒）C-a-2
山葉直吉から箕輪焉三郎宛て書簡　1928.2.19．（毛筆）C-a-165
（「旧幕臣箕輪家資料目録」『沼津兵学校関係者他資料目録』（沼津市明治史料館 2011 年）7-218 頁、樋口雄彦「解説」9-12 頁）
　
〇三井文庫所蔵資料
























写真 4：1926 年 1 月 8 日付『浜松新聞』（浜
松市中央図書館所蔵）
写真３：山葉直吉（左）と大橋幡岩（右）、『楽友』（1936）
に掲載されたもの（静岡県立中央図書館所蔵）
写真５：「日本楽器専務として経営状況につ
き所見」冒頭部分の頁（沼津市明
治史料館所蔵）
写真６：「極秘大正十五年 上半季日本楽器会
社調査書」表紙（沼津市明治史料館
所蔵）
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